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地元問題を含め、県全体に渡る 10 の課題につい
て上田清司県知事に質問させていただきました。
またその中の一つである「発達障害支援」に関
する質問を、2月 28 日の埼玉新聞で取り上げて
いただきました。今後も、地元志木と埼玉県の
発展のためガンガン働いて参りますので、皆様
のご理解とご協力をお願い致します。
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今回の平成 29 年度予算案において、埼玉県経済の発展と県民
所得の向上に向けてどのような特徴を持って施策を展開され、
「強い埼玉県経済」を創っていこうとしているのか、知事に伺
う。

地方公共団体自らに地方債を発行させる「臨時財政対策債は早
く廃止すべき」との声をさらに大きく上げるべきだと考るが、
今までの国への提言などの取り組みの具体的な中身について知事
に伺う。

本県の災害対策本部長として、災害対策基本法の災害緊急事
態の布告で十分とお考か。それとも緊急事態条項を憲法に加
えるべきとお考か。知事の所見を伺う。

昨今の家族の在り方の変化についてどのように考えているのか、
今後県として、家庭での教育にどう関わっていくのかを伺う。
また、現状を鑑み、家族の在り方について学校での教育をどの
ようにすべきだと考えているのか、知事と教育長に所見を伺う。

昨年全国的かつ本県でも大変問題となった教科書謝礼問題につ
いて、どのように反省総括し、ガイドラインの周知徹底など具
体的にどのような対策をして、今後の採択でどう生かされるの
か教育長に伺う。

平成 23年度の重点プロジェクト位置づけ以降の発達障害児・者
に対する支援の成果は具体的にどのようなものがあったのか、
成果や課題を踏まえて、今後の支援の方針はどうなるのか知事に
伺う。

知事が提唱し、全国一の実績を誇る「最小で最強の県庁」を
より進化させ、県民サ―ビスの充実に資するために、AI（人
工知能）のメリットを活かすべきと考えるが如何か。知事の
所見を伺う。

健康長寿埼玉プロジェクトに取り組んできたが、2025 年問題
を見据え、医療費抑制をしながら健康寿命の全国上位県を
目指してどのような取り組みを行うのか知事に伺う。

乳がん検診における超音波併用検診と高濃度乳腺の告知につい
て、県民の命を乳がんの恐怖から守るため、どのような施策を
講じていこうと考えているのか上田知事に伺う。

河川敷の不法行為、不法占有が、問題となっている。明確な基準
を設けて基準を超えれば行政代執行を行っていく対策強化が必要
であると考る。こうした問題をどのように考え、対応していこう
と考えているのか知事に伺う。
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今後、国の検討結果を受けて、それに沿った乳がん検診の人材育成を医師
会とも協議しながら支援をしていきたいと思う。議員の提案を活かし本年
1月に医療従事者の人材育成を目的にオープンした「地域医療教育センタ
ー」など設備の整った便利な施設を活用していただきたい。

過去 20年間の都道府県別の県内総生産の増減額を見ると、本県は愛知県
に次いで全国 2位の 7675 億円の増加になっている。本県の「稼ぐ力」を
引っ張り、更に「人財」の活躍につなげることで、より持続的に一層強い
ものにすることができると考る。

平成 29 年度の地方財政では、再び臨時財政対策債の発行額を増加させる
というような見通しになっている。交付税率の大幅引き上げ等根本的な解
決をしないかぎり、地方財政は、はっきりしたものにならない。引き続き
関係者と一緒に取り組む。

大規模災害への対応について、国は「災害緊急事態の規定は、現行の災
害対策基本法により対応可能」としている。災害緊急事態の布告につい
ては「国民の権利を大きく規制する非常に強い措置を法律だけに基づき
執することをためらったからではないか」という見方が正しいとすれば、
憲法にしっかり根拠を置くべきという考え方も傾聴に値する。

核家族や一人親世帯の増加など、家族の形態が多様化し、家庭を取り巻
く環境は著しく変化しいる。「親の学習」というものも、極めて大事な
時代になってきたのではないかと思う。そういう意味でも、「親の学習」
を通じて、家庭での教育を支援していきたいと考えている。

主体的な採択の在り方や制度改正なども盛り込だガイドラインの周知徹底
を図り、市町村の教育委員がしっかり理解して採択に当たれるよう、指導
していく。教員一人一人、また県教育委員会及び市町村教育委員会にお
ける教科書採択の公正性・透明性の確保を徹底する。

保育所や幼稚園、小学校の先生と市町村の職員を対象として研修に力を入れて来た結
果、保育所や幼稚園では 1園 3人、小学校では 1校につき 6人の方が発達障害に早期
に気付き、支援ができる人材として活躍している。今後「発達障害総合支援センター」
を活用し、市町村や障害児が利用できる事業所の職員が専門的な支援を行えるよう、
人材育成や地域支援に力を入れいく。

平成 26年度から糖尿病重症化予防の取組を、市町村国民健康保険の加入
者を対象として県レベルで全国に先駆けて進めている。糖尿病重症化予
防の取組により、健康な人はより健康に、病気がある人はその重症化を
防いで、医療費を抑制しながら健康寿命の延伸を目指していく。

ＡＩの開発普及は、人類に役立つ無限の可能性を持っている反面、人類
がＡＩを十分に制御できなくなるリスクもあるのではないかと考る。一
方、ビッグデータを組み合わせることで活用の範囲も広がる。最新の動
向を踏まえながらしっかり研究してく。

一律の指導回数では、行政代執行の基準を設定することは困難だが、そ
れぞれの事案に応じた目安となる基準を作らなければならないと思う。
引き続き河川パトロールをしっかり行うが、必要に応じて、断固たる措
置をしていく。

代表質問を行いました
２ 月 定 例 会

山折り
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登録制メールケーブルテレビ等防災行政無線エリアメール
緊急速報メール

内閣官房

武力攻撃情報等

気象庁
津波警報

緊急地震速報等

防衛省送信システム

インターネット
人工衛星

市町村庁舎

自動起動装置

国
に
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置
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方
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本町
通り

2工区が3/15に完成
3工区の早期着手へ

本町三丁目交差点手前から本町一丁目交差点に
渡る 390ｍの区間（2工区）の工事が、ほぼ完了
しました。残りの区間（3工区）についても、説
明会の開催や測量などを丁寧かつ迅速に進めて
います。

整備がほぼ完了した2工区（左）と、これから説明会、物件調査の始まる3工区（右）。

親水
公園

公園の水はけ対策
護岸整備を実施

水はけの悪かった親水公園の階段下を整備し雨
天時に水たまりができるのを防いだり、新河岸
川と柳瀬川の合流地点の侵食を抑える「蛇籠」
を設置し、安心・安全で市民の憩いの場となる
公園づくりを行っています。

整備を行う前の水浸しの親水公園（左）侵食による川岸の崩れを防ぐ蛇籠（右）

歩道
整備

市内各所の歩道を
整備し安心・安全に

志木市内各所の歩道で傷んだり安全の確保が困
難になっている箇所を、地域の方々よりご報告
いだだきながら整備しています。

児童の通学路・通学班の集合場所となっている交差点で縁石が除去されたことに
より道路が丸裸になってしまっていた箇所にラバーポールを設置（左）
劣化により、段差ができてしまいお年寄りやベビーカーの通行に支障をきたす箇
所を整備（右）

道路
整備

交差点の改修や劣化
道路 の補修 整 備

右折レーン設置予定の宗岡二丁目交差点や路線
バスのバス停停車による道路の陥没箇所の補修
を始めとし、市内各所の道路の整備を行ってい
ます。

川の国
埼玉
はつらつ

プロジェクト

バス停に停車するバスの重みで陥没した道路を補修（左）
今年度内完成を目指している保谷志木線（宿通り）の工事前の状況（右）

川とゼロ距離の
テラスがあるまち

「水辺空間周辺の観光ポイントへのルート整備」
と「ウォーキングコース」の整備という志木市
の提案が採用され、全額県の補助金で整備を行
う事になりました。
【整備概要】
◆ いろは親水公園の整備
・いろは橋下流左岸の高水敷の整備
・いろは橋下流右岸に船着き場の整備
・いろは橋上流右岸にスロープ設置
・栄橋下流右岸にスロープを設置

◆ ウォーキングコースの整備
・新河岸川 富士下橋～宮土橋
・柳瀬川 高橋～志木大橋

鈴木正人 政務活動報告ビデオ で検索

地元問題に積極的に取り組ん
でいます。

谷折り


